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要旨

巨大地震が発生し,それが原因となって起こる津波が川を遡上し,堤防を乗り越え,周辺地域に大き

な損害を与えるというケースがある.これについて,川の形状,主に曲がり方の度合と川を遡上する津

波の波高や流速にはどのような関係性があるのかという点に着目し,川の形状ごとに,適した堤防の特

徴を明らかにしようと考え,研究に取り組んだ.研究の結果,急に曲がる川であるほど波高が高く,流速

が遅くなるという関係性を発見することができた.また,このことから,急に曲がる川には越流を防ぐ

ための充分な高さのある堤防が,緩やかに曲がる川には流速の変化に耐えうる高い強度を持った堤防

が適しているということがわかった.

序論

東北地方太平洋沖地震が発生した際,津波が新北上川を遡上し,川の両岸に設置されていた護岸堤防

を越流したことによって,宮城県石巻市北上地区は甚大な被害を受けた.そこで,なぜ津波は堤防を越

流したのかということについて,川の形状と津波の関係に着目し,急に曲がる川と緩やかに曲がる川の,

津波の遡上の仕方の違いを調べた.曲がり方の度合が異なる２つの川のモデルを用いて対照実験を行

い, 川の形状ごとに,適した堤防の特徴を調べるために波高と流速の関係性について検証した.

仮説

川を遡上した津波は,川の曲部に差し掛かると外側の堤防付近で水圧が高まる.その結果,水位が高

まり,水圧差で流速が遅くなる.また,緩やかに曲がる川のほうが急に曲がる川より波高が低く,流速が

速くなる.

研究方法

川の形状ごとの津波の遡上の仕方の差異を検証するために，円弧型(急なカーブ),クロソイド型(緩

やかなカーブ)の川の模型を製作し,図-１,２のように津波発生装置に設置して模型に波を流し,波高

と流速を調査した.波高は川の模型を前方と後方に分け,それぞれ最も波高が高い所を計測し,平均値

を算出した.また,模型の河口付近に BB 弾を置き,それが模型の河口から最奥部まで移動する際に要し

た時間と移動距離を計測し,流速の平均値を算出した.また,この実験を行う前に,予備実験として,川

が直線の場合の,水流に対する川の角度による津波の遡上の仕方の差異を検証した.その結果,表-１の

ように,角度が大きいほど,波高が高く,流速は遅くなった.

表-１ 予備実験の結果

水流に対する川の角度(°) 5 10 15 20 25

波高(cm) 0.5 0.9 1.0 1.1 1.3

流速(cm/s) 78 71 64 56 34
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表-２ 模型の形状ごとの波高・流速の比較
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